
1．県外からの導入牛の検査について

家畜衛生情報（乳牛）
令和６年５月 西部家畜保健衛生所

※24か月齢未満の牛は、プール糞便によるリアルタイムPCR法に変更になりました（令和６年１月から）。

県外からの預託帰り牛のヨーネ病検査は、令和６年１月から廃止さ
れました。BVDの検査も従来通り不要です。

県外導入牛・預託帰り牛、県内入牧牛の検査について

県外からの導入牛は、全てヨーネ病※と、牛ウイルス性下痢（BVD）
の検査が必要です（無料）。

また、万が一県外から来た牛がこれらの病気を持っていた時に、農
場内の牛に病気をうつさないようにするため、検査の結果が出るま
では、県外からの導入牛を隔離しておくようにしてください。

検査不要

2．県外からの預託帰り牛の検査について
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令和６年度 西部家保職員について

所長 岩尾 健 次長 植松 亜紀子
防疫担当課長補佐 水野 恵 衛生指導担当係長 郡司 美緒
防疫担当係長 渡邊 祐治 衛生指導担当 三井 香保
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防疫担当 塚原 理子 会計年度任用職員 山本 美由紀
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今年度の酪農担当は塚原と池田です。
令和６年度の家畜衛生情報は塚原、池田が書かせていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

令和６年度 ヨーネ病定期検査について

鳥取県では、３年に１度の検査が義務づけられています。
今年度の定期検査は、下記の通りです。

対象地区 対象の牛 手数料

大山町（旧大山町）

伯耆町（旧溝口町）

米子市（旧淀江町）

繁殖させる（または
させる予定の）雌牛と
その同居牛で24ヵ月齢

以上の牛

一頭当たり７００円
（乳代引き対応可）

対象農家には日程調整のため、順次家保からご連絡します。

県内公共牧場へ入牧する24か月齢未満の
牛のヨーネ病検査は、令和６年４月から廃止
されました。牛ウイルス性下痢（BVD）検査
は従来通り必要です。

3．県内公共放牧場への入牧牛の検査について
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